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2023 年２月 14 日 

各 位 

会 社 名 日 機 装 株 式 会 社 

代 表 者 名 代 表 取 締 役 社 長 甲 斐  敏 彦 

 （コード番号 ６３７６ 東証プライム） 

問 合 せ 先 執 行 役 員  企 画 本 部 長 村上 雅治 

 （TEL．０３－３４４３－３７１７） 

 

 

中期経営計画の策定に関するお知らせ 

 

当社は本日開催の取締役会において、現在 2025 年 12 月期を最終年度として取組みを進めて

いる中期経営計画「Nikkiso 2025」を見直し、「Nikkiso 2025 フェーズ 2」に刷新することを、

下記のとおり決議いたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

1. 背景と目的 

2020 年に発生したコロナ禍により当社の事業環境は一変し、ビジネスモデルの見直し、サ

プライチェーンの再構築など、事業の根幹に関わる対応を求められています。一方で新産業

の創出、新しい技術の拡大を始め大きなビジネスチャンスも到来し、事業ポートフォリオの

見直しの一環として、2022 年度には主要子会社である LEWA 社・Geveke 社の全株式を譲渡い

たしました。 

現在当社は低・脱炭素社会や次世代に向け、新たな事業ポートフォリオでの事業拡大に向

けた施策を実行し始めています。このような環境変化を踏まえるとともに、新たな社会・産

業でも必要とされる存在であり続けるために、現在取組みを進めている「Nikkiso 2025」を

「Nikkiso 2025 フェーズ 2」に刷新することといたしました。 

 

2. 中期経営計画「Nikkiso 2025 フェーズ 2」の要旨 

(1) 「技術力の向上」「事業ポートフォリオの再構築」「経営基盤の強化」を基本方針に掲げ、

収益力向上の土台となる経営基盤の強化に取り組むとともに、中核事業との親和性や当

社グループの競争優位性を踏まえた事業の選択と集中によって、経営資源の最適配分を

進めてまいります。 

(2) 資本収益性を重視した事業ポートフォリオを構築し、収益力向上により獲得した資金・

経営資源を成長分野、新市場創出に向けた研究・技術開発に投入するというサイクルを

適切に回す体制を整えることで持続的な成長を実現してまいります。 

(3) 最終年度である 2025 年 12 月期には、売上収益 2,100 億円、営業利益 140 億円（営業利

益率 6.7％）を目指してまいります。 

 

詳細につきましては、2023 年 2 月 14 日当社 HP 掲載「中期経営計画「Nikkiso2025 フェーズ

２」をご参照下さい。 

 

以上 


